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装置・デバイス・ものづくり・情報 

バッテリーや電源コードの不要となるワイヤレス電力伝送システムの基

礎研究 

研究 

概要 

バッテリー不要な電気自動車やロボット、電源ケーブルレスの機器を実現するためのワイヤレ

スで電力を伝送する伝送システムの基礎研究を行っている。 

 

 

理工学部 電気電子情報工学科 

堺 和人 教授 Kazuto Sakai 

研究キーワード：ワイヤレス 電気自動車 

URL： http://researchmap.jp/read0200987 
 

研究シーズの内容 

電気自動車は高価なバッテリーと充電時間が大きな課題である。そこで、停車時や走行時でも給電

できるワイヤレス電力伝送が実現できればバッテリーの問題が解消される。また、バッテリー不要なロ

ボット、パソコン等の情報機器、電源コードレスの機器など新しい世界を拓くことができる。 

 本研究では、磁気結合共振方式のワイヤレス電力伝送の原理と基本特性を把握するため電磁界

解析と原理モデルの試作実験による検証を行っている。 

【ワイヤレス電力伝送の原理検証モデル】 

本研究の磁気結合共振方式では、コイルで生じ

る電磁エネルギーを結合させて電力を送電し、非

放射型で 10cm～数 100cm 程度の距離を高効率

で送電できる可能性がある。 

原理検証モデルは図１に示す様に送電コイルと

受電コイル、送信側の高周波電源から構成され

る。 

 

 

 

活用例・産業界へのアピールポイント 

電気自動車、鉄道、バス、家電製品、情報機器 

特記事項(関連する発表論文・特許名称・出願番号等) 

関連特許出願予定 

図１ ワイヤレス電力伝送システム 図２ ワイヤレス電力伝送原理モデルの実験 
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装置・デバイス・ものづくり・情報 

ＲＮＮとファジィルールを用いた予測制御 

研究 

概要 

リカレントニューラルネットワーク（RNN）により制御対象の挙動を予測し，ファジィルールにより制御する

予測制御システムを開発しました．今後，提案手法を自動車の自動運転に適用する予定です． 

 

 理工学部 機械工学科 

山田 和明 准教授 Kazuaki Yamada 

研究キーワード：予測制御 ロボット 

URL： http://researchmap.jp/g0000208051 
 

研究シーズの内容 

本研究では，リカレントニューラルネットワーク（RNN）とファジィルールを用いた予測制御システムを

開発しています．リカレントニューラルネットワークとは時系列モデルを学習できるニューラルネットワ

ークの一種であり，ファジィ制御とは人の経験則を if-then 形式のルールとして記述し，制御に利用

する方法です．提案手法では，RNN により制御対象の挙動を予測し，その予測結果を基にファジィ

ルールにより制御を行います．提案手法の有効性を検証するために，外野手が打上げられたボール

をキャッチする捕球問題に適用しました（図 1）．捕球問題では，ロボットはボールを見ながら移動す

る場合，速度が遅くなるよう設定されており，そのためロボットはボールが打上げられた瞬間に落下地

点を予測して走り込む必要があります．計算機実験（図 2）の結果，提案手法がボールの落下地点

を正確に予測し，ファジィルールにより捕球できることを確認しました． 

 

 

活用例・産業界へのアピールポイント 

制御工学分野，自動車の自動運転など 

 

特記事項(関連する発表論文・特許名称・出願番号等) 

 

図 2 計算機実験結果 図 1 捕球問題 


